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１．はじめに 

白川石は京都市東山北部から産出した黒雲母花崗岩であり，京

都の銘石として珍重され，造園・建築石材として庭石，灯篭，手

水鉢，石垣などに広く利用されてきた。その石屑である「白川砂」

も京都の数多くの神社や枯山水庭園に利用されてきた。比叡山と

大文字山の間における南北 5～7km，東西 5km の花崗岩地帯 1)

が白川石の産出地である。 
江戸中期の「都名所図会」（図－1）には「北白川の里人は石工

を業として，常に山に入て石を切出し，灯籠手水鉢其外さまざま

のものを作りて売也」と記載され，「白川の滝」付近で岩を切る男

性と馬で石を運ぶ女性が描かれている 2)。京都の石材工芸技術の

代表とされた「白川石工」3)による採石活動は，明治以降，採取

容易な花崗岩の枯渇や交通の発達に伴う廉価石材の輸入 3)，昭和

30 年代以降の産業構造の変化 4) によって減少した。そして，昭

和 25 年（1950 年）に公布された「採石法」，昭和 45 年（1970
年）に公布された「京都市風致条例」などの法規により，採掘活

動が全面的に廃止されることとなった。 

白川石の採石場や採石業に関して，「本邦産建築石材」は大正8
年に白川石の石質，当時の採石場の分布と産量，石工の人数など

について詳細な調査を行った 5)。1980年代小林は近世からの文献

資料に基づき，白川石を含む京都の造園石材の品目，採取地，石

質に関する情報をまとめ，地質や文献からみた白川石の加工と販

売について記載した 4)。地形学的観点からは，白川石の採石場は，

風化の進む花崗岩地帯で未風化な基岩が採取できる限られた位置

に当たるとされている 6)。国内の他の採石場遺構については，徳

川大阪城に用いられた花崗岩の採石場における刻印石と矢穴石の

調査 7)，および岩石の形状と地形を把握する3Dレーザー測量 8)，

佐渡金銀山の海岸石切場における遺跡調査 9) 10) などがみられる。 
しかし，白川石採石場の具体的な位置や状況についての詳細な

調査はほとんど行われていない。その遺構に関する情報は，登山

用のガイドブック 11)や登山者のネット記録 12)に断片的にみられ

るが，全体的，かつ科学的な解明には至っていないといえる。風

化しやすい花崗岩地帯における白川石採石場は，半世紀以上にわ

たって放棄され，崩壊が進み，その実態や変化，廃止の過程に関

する歴史的研究が困難になることが危惧される。 
そこで本研究は 1 )白川石の採石場に関する情報を整理し，そ

の近代以降の位置と変遷を解明すること，2 )白川石の産出場（採

石場～石切道～集落のつながり）の構成と地理条件を把握し，地

域資源の利用について検討することを目的とした。 
 

２．研究方法 

（１）白川石の採石場の位置と変化に関する情報の収集と整理 

１）文献および聞き取り調査 

白川石採石場の位置情報，石工の人数や石材産量などの白川石

採石業に関する情報に関して，ア) 全国の石材調査，イ) 造園学

関係，ウ) 北白川花崗岩地帯の地学関係，エ) 北白川地域の関係

の地方誌・文書や地域研究，オ) 京都の風土や文化関係，という

5つの分野の文献を対象に調査を行った。 

京都東山北部における近代以降の白川石の産出場およびその変遷 
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また，白川石採石場の位置や採石業の変遷について，北白川出

身である山中越の石屋N社の元社長（70代男性），山中越身代り

不動院付近の温泉経営者（80代女性），一乗寺西浦畑町の農家（90
代男性），如意ヶ岳池ノ谷地蔵の住職（70 代女性）を対象に聞き

取り調査を行った。 

得られた採石場の位置情報を用いて白川石採石場の分布区域を

まとめ，採石業に関する各時期の情報を白川石採石場の変遷の把

握に用いた。 
２）地図データに基づく分析 

１）で把握された白川石採石場の分布区域に基づき，合計 77
枚の地図における採石場の位置や石切道などに関する情報を収集

した（表－1）。各時期の情報を用いて採石場の変化を分析し，１）

の結果とあわせて検証しながら白川石採石場の変遷を推定した。 

国土地理院（旧大日本帝国測量部，旧地理調査所）発行の地形

図には小縮尺の 1/100,000 と中縮尺の 1/50,000，1/25,000，
1/20,000，1/10,000の合計5種類があった。白川石採石場の位置

は，中縮尺の地形図では「採石場」の記号により判断できるが，

小縮尺地形図や空中写真では判断が不可能であった。 
一方，京都市都市計画局発行の都市計画基本図には，大縮尺の

1/3,000と1/2,500の2種類があった。1/3,000の都市計画基本図

は大正 11 年～昭和 28 年製図で山間部は図郭外であったが，

1/2,500 の都市計画基本図では 2m ごとの等高線，「がけ」記号，

山道などを詳細に記載されていた。 

本研究では，東山北部を図郭内に含むすべての中縮尺（1/50,000，
1/25,000，1/20,000，1/10,000）地形図（明治 22 年～）43 枚，

及び大縮尺（1/2,500）都市計画基本図（昭和38年～）34枚，合

計77枚を対象に，地質図に示す花崗岩地帯の範囲内の「採石場」

記号，「採石中止後に残った岩体」を示す同位置の「がけ」記号，

及び「採石場」記号につながる石切道の有無と経路に関する情報

を収集した。なお，1/25,000，1/20,000，1/10,000 の地形図上で

異なる採石規模を示す「採石場」記号 3 種類（表－1 地形図の記

号例）がみられたため，白川石採石場の規模を「大，中，小」に

分類して把握した。また，異なる測地系や色彩で複数発行された

同じ情報の地形図は1枚とした。 
（２）白川石産出場の構成と地理条件の把握 
（１）から得られた白川石採石場の位置と石切道の経路を最新の

1/2,500都市計画基本図（平成20年前後）に表記し，現在の地形

と山道から採石場や石切道の状態と到達可能性を推測した。石切

道の現状確認も目的として，各分布区域に調査ルートを設定した。 

次に都市計画基本図とGPS (GARMIN etrex 30J)を用いて，石

切道の経路に沿ったルートによって白川石産出場の現地調査を行

った。GPSで調査経路の全体，発見した露岩，人工平坦地，石積

みなどの経緯度を記録した。確認した石切道，人工平坦地，石積

みなどの規模をメジャーで測定し，それらの位置，状態，GPSで

経緯度を記録した場所と合わせて地図に記録した。大規模な，あ

るいは到達困難な露岩の規模や距離は目測で推定した。 
また，（１）で把握できない可能性がある採石場については，谷

筋付近の地理条件や岩塊，石積みの存在から採石場につながる石

切道を想定し，地形と現存する人工物に基づいた調査で把握した。 
得られた GPS データと現場記録を用いて，最新の都市計画基

本図をベースとして図面を作成した。そして文献と地図の結果を

検証した上で，白川石産出場の構成と地理条件を分析した。 
 
３．結果 

（１）近代以降の白川石採石場の位置と変遷 

１）文献と聞き取り調査からみた白川石採石場の分布区域 

白川石の採石場と採石業に関する記述は，表－2に示すa～iの
9つの文献 5) 11) 13~19)で確認された。そのうちの文献aは国会議事

堂の建設のための全国初の石材調査であり，大正8年1月調査当

時の白川石の採石場の位置から産量や石工の人数まで詳細に記述

されている。一方，文献 i では白川石の採石場について言及して

いないものの，明治末期の白川石の産量に関する記述があった。 

文献調査と聞き取り調査から白川石採石場の分布を「瓜生山南

部」，「山中越区域」，「音羽川左岸」，「四明ヶ岳南部」の4区域ご

とにまとめた（表－2）。瓜生山（旧・勝軍山），山中越（白川沿

表－2 文献（初版発行年順）と聞き取り調査からみた白川石採石場の分布区域 

文献名 ＊） 分野 初版発行年 
白川石採石場の位置情報 

瓜生山南部 山中越区域 音羽川左岸 四明ヶ岳南部 

a.「本邦産建築石材」5) ア T10 (1921) 白川： 
白川町より数丁 

山中：白川村より江州坂本に

通ずる峠にあり，村より半里

修学院： 
村より数丁 

一乗寺： 
比叡山の中腹 

b.「日本産土木建築石材」13) ア T11 (1922) 白川の山麓 山中の山麓 修学院音羽谷 
の山麓 

一乗寺：井手ヶ谷， 
黒目ヶ谷の山腹 

c.「庭石と石組」14)  イ S33 (1958) 北白川山麓 － 修学院山麓 一乗寺：比叡山の山腹 
d.「比叡山 その自然と人文」15) ウ S36 (1961) 瓜生山 － 音羽谷 四明ガ岳直下 
e.「北白川と嵯峨野」16) エ S40 (1965) 将軍山（勝軍山）山麓 － － － 

f.「北白川百年の変遷」17) エ S49 (1974) 勝軍山の下の清沢口 白糸の滝付近，びわ町付近，

身代り不動さん，蓬谷等  々 比叡山山麓 － 

g.「昭和京都名所図会3 洛北」18) オ S57 (1982) 勝軍山の西 白川沿い － － 

h.「比叡山1000年の道を歩く」11) オ H18 (2006) 瓜生山の清沢口 － 音羽川下流 
の左岸 

一乗寺：長尾から井手ヶ

谷の音羽川各支谷の源流

聞き取り調査 瓜生山の南西 ラジウム温泉北の道（蓬谷） － 比叡山直下 
＊）白川石の採石業についてのみ記述している文献として，i.「京都府愛宕郡村志」19) ，分類ウ，M44 (1911) 発行 がある           －: 情報なし

表－1 調査対象となった地図（合計77枚） 
地図 縮尺 測図・編修年代 図名 枚数

 
地形図 
計43枚 

 
 

記号例 

M42「大津」

S13「修学院」 

1/20000 M22, M42 「大津，京都北部」 3 
1/10000 S13, S25 「修学院」 2 
1/25000 T11～H17 「京都東北部」 16
1/50000 M42～H11 「京都東北部」 18
1/10000 S61～H15 「京都御所」 4 

 

採石場 

（小，中） 
 
石切道 

採石場（大） 

 

がけ

 

山道

 
都市計画 
基本図 
計34枚 

 
 

記号例 

 S40 
「四明ヶ岳」 

1/2500 

S40～H20 「四明ヶ岳」 5 
S45～H19 「修学院」 6 
S40～H9 「一本杉」 4 
S45～H23 「田中」 7 
S38～H19 「瓜生山」 6 
S40～H19 「如意ヶ岳」 6 

 

 
石切道 
 
 
採石場 

がけ

（M明治，T大正，S昭和，H平成） 
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いの京都と滋賀を繋ぐ古道），及び音羽川下流の採石場がすべて山

麓部に，四明ヶ岳の採石場が頂上直下の谷にあることがわかった。

また，延長 5km 以上の山中越における採石場の位置情報は全体

的に少ないが，f において当時の元京都石材業組合理事長内田氏

と北白川の石匠田伏氏による「白糸の滝とびわ町付近，身代わり

不動さん，蓬谷等々」の記述が確認された。 
一方，聞き取り調査から得られた情報は，採石場に関する断片

的な情報にとどまり，石屋の元社長が「蓬谷」，一乗寺の農家が「比

叡山直下」，一乗寺の農家以外の 3 人がすべて「瓜生山西南の病

院の裏」に言及したにすぎなかった。 
２）地図からみた白川石採石場の位置と変化 

77枚の地図により調査を行った結果，地形図19枚と都市計画

基本図 2 枚，合計 21 枚で「採石場」記号と一部の石切道を確認

し，そのうち1/25,000，1/20,000，1/10,000の地形図で「採石場」

記号から採石場の規模を「大，中，小」に判別できた（表－3）。
また，それ以外の56枚の地図で「採石場」記号の消失や「がけ」

記号への変更，及び石切道の遺構と判断できる山道を確認した。

地図の測図・編修年代は白川石採石場の変遷の推定に用いた。 
しかし，旧版地図をベースとした修正や編集を行った際，採石

場の情報を更新しないまま発行した地図の存在もあった。そのた

め，記号の情報が完全に同じである地図をまとめるなど，採石場

の変遷を推定する際に地図編修年度の取扱い方に留意した（表－

3の「測図・編修年代」を灰色で記した部分がこれにあたる）。 
「採石場」記号は「瓜生山南部」の「南」2 ヶ所と「西」1 ヶ

所，「音羽川左岸」2ヶ所，及び「四明ヶ岳南部」7ヶ所で確認さ

れた（図－2）。「山中越区域」では「採石場」記号がみられなか

ったが，身代わり不動院，蓬谷などの数ヶ所で「がけ」記号が認

められた。地質からみると，北白川花崗岩の分布範囲内において

は，以上の 12 ヶ所以外の「採石場」記号は存在しなかった。ま

た，4 区域とも「黒雲母花崗岩」の範囲内にあった。各区域の石

切道は，白川および音羽川の流域を経由し，北白川地域の集落に

つながっていた。 

「瓜生山南部」には，明治22年の地形図で「南」の「採石場」

記号が 1 ヶ所（中規模）表記され，明治 42 年の地形図で 1 ヶ所

  
図－2 地図からみた白川石採石場の分布と位置               図－3 「四明ヶ岳南部」の白川石採石場と石切道  

 
表－3 地図で確認された白川石採石場の位置と規模（測図・編修年代順） 

枚数 縮尺 発行年 測図・編修年代 ＊） 
瓜生山南部 山中越

区域
音羽川左岸

四明ヶ岳南部 

南 西 長尾 黒目 井手西 井手東 ススガ平 調専口

1 1/20000 M25 M22測量 ●中/道 － △△ ●中/道 － △ ●中/道 ●小/道 ●小/道 ●小/道
2 M45 M42測図 ●中/道 ●小 － △△ ●小/道 － － ●中/道 ●小/道 ●小 ●小/道 ●小/道
2 1/50000 T5，T3 M42測図，T2測図 ●/道   ● － － ●/道 － － ●/道 ●/道 ●/道 ●/道 

3 1/25000 T15， 
S7～S29 

T11測図， 
S6～29編修 ●中/道 ●小 － △ ●小/道 ●中 － ●小 ●中/道 ●小/道 ●小 △ △ 

8 1/50000 T15， 
S5～S41 

T11修正 (M42) 
S4～39編修 ●/道   ● － － ●/道 － － ●/道 ●/道 △ △ 

1 1/10000 S15 S13測図 － ●中/道 － ●大/道 
（図郭外） 1 S30 S25修正 (S13) － ●中/道 － △ 

1 1/25000 S40 S36修正 (T11) － △ ●小/道 ●中 － △ － △ △ － 

16 1/2500 S38～40 
S48～58 

S38～40測図， 
S48～58編修 － － △ ●/道 

(S40 S54) － △ △ － △ 

42 その他 S42～ S41～H23 － △ △ △ － △ － － － 
●：「採石場」記号1ヶ所，  △：「がけ」記号1ヶ所，  －:記号なし，    「小/中/大」：記号から判別できた採石場の規模， 「道」：石切道あり

灰色部分：製図時点で採石場の情報更新を行わなかった可能性がある             ＊）括弧内の年代は編修のベースとなった同縮尺地図の測図年代
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（小規模）増えた。昭和13年の1/10,000地形図では「南」の記

載が消え，「西」1ヶ所（中規模）が表記されていた。また，大正

11 年までの地形図で南西に位置する白川村につながる約1km の

石切道が記載された。「採石場」記号 3 ヶ所の位置とも文献 a の

記述「白川町より数丁」（1丁≈ 109m）と一致した。 

「山中越区域」の採石場は，「がけ」記号の位置と文献 fの情報

から白糸の滝，身代り不動院，蓬谷付近などの3ヶ所以上にあっ

たと推定された。石切道は蓬谷から白川村まで長さ約 2km であ

り，山中越を利用したと判断された。身代り不動院と蓬谷の推定

地は文献aの記述「白川村より半里」（1里 ≈ 4km）と一致した。 
「音羽川左岸」には，大正2年までの地形図で中規模から小規

模に変更された「採石場」記号が 1 ヶ所あり，大正 11 年の地形

図で 1 ヶ所（中規模）増え，昭和 13 年の地形図では 2 ヶ所を合

わせて 1 ヶ所（大規模）が記載された。また，昭和 13 年までの

すべての地形図で修学院集落まで約 1km の音羽沿いの石切道が

記載され，文献aの記述「村より数丁」と一致した。 
「四明ヶ岳南部」には，7 ヶ所の「採石場」記号が認められ，

便宜上各所在地の町名を付した（図－3）。「長尾」，「黒目」，「ス

スガ平」と「調専口」に各小規模 1 ヶ所，「井手西」に中規模 1
ヶ所，「井手東」に小規模2ヶ所がみられた。「黒目」以外で石切

道が認められ，南の音羽川沿いで合流した後，「白鳥越」と呼ばれ

る京都と滋賀をつながる古道と重なり，曼殊院の南を経由して一

乗寺集落につながっていた。「採石場」記号 7 ヶ所とも一乗寺集

落から4km以上，音羽川本流からは約1kmの距離が認められた。 
4区域の石切道の長さの差は文献aにおける搬出運賃の記述「山

中より白川迄一切四十銭…一乗寺は小車にて出し一切五十銭，村

より白川へ十五銭…修学院丁場より村迄金十銭…」と一致した。

また，以上の記述から一乗寺や修学院の集落に搬出された石も白

川村まで運ばれ，白川村で加工販売されたと判断した。 

３）明治中期からの白川石採石場の変遷 

表－3 の結果を用いて白川石採石場の変遷を図－4 にまとめ，

文献からの白川石採石業に関する情報も参考として加えた。なお，

文献情報における「石工」の人数は白川石の加工を行う石工も含

むが，採石業における石工人数の変化も反映できると判断した。 
「採石場」記号は，昭和 41 年以降のすべての地図上でなくな

っていたことから，昭和41年（1966年）までに白川石採石場は

全て廃止されたと推定された。「白川石は採れない」という昭和

49年の記述 17)もみられた。 

また，「採石場」記号は，明治22年～大正2年の地図では多数

存在したが，大正 11 年以降の地図では減少した。白川石の年産

量は，明治41年に8,000才（1才=1立方尺）以上 19)であり，大

正前期に5,000切以上5) 13) であった。北白川地域の石工の人数は，

明治中期の約350人 17)，明治末期に約200人 16) から，大正8年

に十数人（採石業の石工のみ）5)，昭和前期の十数人 16) 17)と急減

した。白川石採石場は明治中期～大正前期の発達期を経て，大正

後期から急速に衰退したと推定された。 
分布区域ごとに詳しくみていくと，明治22年～42年に「瓜生

山南部・南」と「四明ヶ岳南部・井手東」の規模拡大，および「音

羽川左岸」の規模縮小があった。また，大正2年～11年に「音羽

川左岸」の規模拡大と「四明ヶ岳南部・ススガ平，調専口」の廃

止があり，大正中期から「四明ヶ岳南部」が衰退してきたものと

考えられた。一方，「瓜生山・西」と「四明ヶ岳・長尾」は1/10,000
および1/2,500地図のみにみられたが，記録の詳細さの差異から，

それらの出現時期は製図年より早いと推測された。 
（２）白川石産出場の構成と地理条件 

2015年6月から9月にかけて4区域の現地調査（「四明ヶ岳南

部」の各採石場～石切道の構成と地形が類似するため，石切道が

都市計画基本図に詳細に記載されている「長尾」を代表事例とし

て調査を行った）により，「瓜生山南部」の「南」と「西」（図－

5, 5A, 5B），「音羽川左岸」（図－6）と「四明ヶ岳南部」の「長尾」

における地表から露出する岩体，人工平坦地や石積み，および一

部の石切道を確認し，文献と地図の情報の整合性が示された。「山

中越区域」では，明瞭な採石遺構は認められなかった。また，地

面より掘り下って残った岩体がないことを確認した。 

露出する岩体は風化が進み，岩肌に矢穴などの採石道具の跡の

確認が困難であったため，母岩は，1 )岩体の露出部分に採石面と

しての人工的な垂直面があること，2 )採石の作業場としての岩体

の採石面を囲む人工平坦地や凹地が存在すること，を基準に判断

し，「採石母岩」として記録した。母岩の可能性があるが，以上の

基準で確認できない岩体は「露岩」として記録した。 

１）「瓜生山南部」における採石遺構 

「瓜生山南部」には，「南」と「西」において「採石場」記号を

示す 3 ヶ所の遺構と石切道全体が確認された（図－5）。「西」の

石切道と「南」の石切道の南西部分は「京都一周トレイル」の登

山道と重なっており，聞き取り調査で「瓜生山南部」が多く言及

された原因であると考えられた。 

中 大 大

中 小 大 大

中 中

中 中

（南）

（西）

（黒目）

（井手西）

（井手東）

（調専口）

（長尾）小

小

（ススガ平）小 小
小 小

1890                 1900                  1910                 1920                 1930                 1940               1950                  1960                 1970
M22(1889)                                M42  T2                 T11                                 S13                      S25           S36        S40 S41(1966) S49 

(e)  S36 北白川
石材業主6人、
石工17人

(f)    S49
北白川石
屋10数店
白川石は
採れない

(f)  S15 白川村
石工18人/217人(i)  M41 

白川村：白川石
8000才、5000円。
燈籠・手水鉢・庭
石600個、12000円

修学院村：石材
21638個、3555円

北白川 (e) M末期
石工200人、73軒

(f)  M21 白川村
石商6戸、35人
石工66戸、
346人/1488人

(a)  T8 白川石丁場
年度出額五千切餘、 2円/切。
山中・白川：石工2,3名
一乗寺：石工2,3名
修学院：石工5,6名、人夫3名

確認された採石の期間と規模 採石の有無が判断できない期間中 (英数字)：表－2の文献

「採石法」公布 S25 「京都市風致条例」S45

石材産業変化 S30年代 4)

比叡山ドラ S33
イブウェイ開業

比叡平 S45
団地造成

（1切=1才=1立方尺）

瓜
生
山

南
部

小 中 中

音
羽
川

左
岸

四
明
ヶ
岳

南
部

(b)  T11 一乗寺年産七千切、
修学院年産六千切餘

図－4 地図と文献からみた白川石採石場の変遷 
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「南」の地図記号の位置には，母岩2ヶ所が確認され，石切道 

沿いに母岩 2 ヶ所と露岩数ヶ所も存在した。4 つの母岩とも地表

から4～5m露出し，幅は10m以下であった。母岩からの石切道

は合流して谷筋を沿って南に延び，南西で「西」からの石切道と

合流した。「西」の地図記号の位置には，母岩3ヶ所が確認され，

北の谷に石切道が「西」につながる幅20～40m，約15m露出し，

風化の少ない母岩2ヶ所（標高230m）もみられた。「西」の石切

道が谷筋を沿って南に延びる途中では，長さ約 30m ずつの半加

工石材の置場 2 ヶ所がみられた。そこでは道の両側に大きさ 20
～100cmの方形や六角形の石材，未完成の灯篭の基礎や手水鉢な

ど，約 50 個の石材が確認された。置場の南の沢分岐点から北東

方向には石積みと幅 2～3m の石切道があり，地図に記録されて

いない6m露出して風化が甚だしい母岩（標高230m），人工平坦

地，および北東の谷を囲む数ヶ所の露岩の存在も明らかになった。 

「南」（図－5A）では，瓜生山（301m）南の谷に母岩2つ（標

高約 270m）が確認され，石切道の合流点付近に多数の岩塊と高

さ0.5～1.5m で，直径30cm 前後の石でできた石積み15 段以上

が認められた。合流点と東の石積み 2 段の間は緩傾斜地となり，

直径 1.5m の炭焼き穴も確認され，石の荒割りなどの加工を行う

作業場であると判断された。石切道は石積みから離れた後，南西

の母岩付近で幅が2mから5mに広くなった。南西の母岩の前に

も高さ3mの石積みと人工平坦地3段が確認された。 
「西」（図－5B）では，緩い勾配の谷付近に5～7m露出し，幅

20m以下の母岩3つ（標高200～220m）が確認された。また，

図の北東部分に小さい露岩2つと浅い谷に放置された幅1～2.5m
の大石4個があり，母岩を切り尽して残った遺構の可能性が考え

られた。すべての石切道の合流点の北東部は緩傾斜地であり，高

さ1.8m の石積み3 段の他，石と岩塊も多数みられた。さらに，

北の大きな母岩からの石切道沿いには，人工平坦地と長さ20mの

石積みが確認された。したがって，合流点の北東部は石の加工を

行う作業場であったと推測された。ここでは，廃材とみられる幅

約1mの六角に加工された石が石積みに利用されていた。 
２）「音羽川左岸」における採石遺構 

「音羽川左岸」では，音羽川の修学院から7番目と9番目の砂

防堰堤の付近で採石遺構を確認した（図－6）。堰堤7の東には長

さ約 30m の石積み群があり，高さ 1～2.5m，間隔 1.5～4m，直

径20～40cmの石でできた石積み8段（平均標高210m）があっ

た。その東と北東には石積み 14 段も確認された。堰堤 9 の南に

は約800m2の人工平坦地（標高315m）と幅4m以上の大石3個

がみられた。母岩の部分は到達困難であったが，平坦地から都市

計画基本図に示す標高350mの巨大な岩体を確認できた。 

音羽川の砂防工事による地形の変化で，明瞭な石切道は認めな

かったが，川沿いに数ヶ所の採石された可能性の高い露岩がみら

れた。岩体，人工平坦地，および石積みの規模は，「音羽川左岸」

の方が「瓜生山南部」の各部分より2倍以上大きかった。 
３）「四明ヶ岳南部」における採石遺構 

四明ヶ岳（838m）の南の谷に，「長尾」の地図記号の位置で15m
露出する母岩1ヶ所（標高約660m），および石積みで固められ，

岩塊と石が残る人工平坦地2段が確認された。幅1.5～3mの石切

道は都市計画基本図通り，斜面と谷筋を変換し標高差200m以上

を下って音羽川に辿った（図－3）。道沿いに露岩がなく，高さ1m
の石積みが1ヶ所あった。石切道の音羽川から曼殊院までの「白

鳥越」部分は現在，登山道として整備されていることが確認され，

道沿いに石の運搬にかかわる跡は認めなかった。 
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「長尾」の遺構は「瓜生山南部」より単純であるが，谷を下る

約 800m の石切道は，斜面と谷筋の利用において複雑であった。

他の 6 ヶ所（標高 640～710m）は「長尾」と類似した地形に位

置するため，母岩周辺の構成も「長尾」に類似すると推測された

が，石切道の経路は地形図の記録より詳細であると考えられた。 
４）白川石産出場の構成と地理条件 

以上の現地調査の結果から，白川石産出場には採石母岩，他の

露岩，採石や加工を行う作業場，石切道，および石積みなどの構

成要素がみられた（図－7）。白川石の採石母岩は地表から4m以

上露出する花崗岩岩体が主であったことが解明された。 
採石母岩は緩い勾配の谷付近で多くみられ，母岩の採石面を囲

む場所の多くは採石作業の便利な平坦地に整備されていた。石切

道は谷筋と緩斜面を利用し集落までつながり，幅 1～5m が主で

あった。また，緩い勾配の場所で複数の母岩から切り出した石を

集中して加工する作業場も確認され，作業場には人工平坦地や，

石と岩塊が多くみられた。石積みは石切道の道沿いと加工用の作

業場に集中した。「採石母岩～石切道～集落」という一つの白川石

の産出場が成立した後，母岩や作業場周囲の露岩，石切道付近の

露岩も選択的に採石されたと推測された。 

 

４．考察 

（１）近代以降の白川石採石場の位置と変遷について 

近代以降の白川石採石場の4つの分布区域はすべて京都側の集

落より1～4kmの山間部にあり，北白川の石工は集落から一日で

往復作業可能な距離で母岩を探すことができたといえよう。この

ことは京都の「北白川地域」が「白川石」のブランドの拠点とし

て広く認知される上で重要な要素であったと推測される。 
また，白川石採石場が京都側に集中した要因として，1 )滋賀県

側には交通不便や人口低下などにより石材産業は発達する集落が

形成できなかったこと，2 )滋賀県側の大半は均質ではない「斑状

黒雲母花崗岩」であり（図－2），良質な白川石を大量に採れない

こと，が考えられる。 

採石場の近代以降の規模では，集落から約 1km の山麓部に位

置した「瓜生山南部」と「音羽川左岸」で特に大きく，採石遺構

も多くみられた。一方，「四明ヶ岳南部」は集落から 4km 離れ，

かつ標高の大きい谷に位置し，早い時期に衰退し始めた。採石場

の発達および衰退には，採石容易な岩体の大きさの他，母岩と集

落の距離も深く結びついていたといえよう。 
白川石採石場と集落をつながる石切道の経路をみると，「山中越

区域」の石切道は「山中越」と，「四明ヶ岳南部」の石切道の一部

は「白鳥越」と重なっていた。このことから，白川石を集落に搬

出する際には，すでに存在した重要な古道を有効に利用し，生活

文化圏から自然資源を採取していたと考えられる。 

（２）白川石産出場の構成と地理条件について 

白川石産出場の重要な構成要素としての採石母岩は地表から露

出する岩体であり，池田 6)が論述した「未風化な基岩」の露頭で

あると考えられる。自然に露出する岩体は周囲が風化した後も残

った硬い岩石であるため，良質な白川石を容易に，効率的に採取

できるからであったと考えられる。 

採石母岩が主に谷付近でみられたのは，侵食された谷に自然な

凹地や緩傾斜地が多く，作業場や石切道に整備しやすい利点があ

ったからと推測される。また，石の搬出は尾根より谷筋が安全，

かつ容易であるが，谷筋は水の流路となったことが多いため，現

地調査で確認した石切道沿いの石積みには地形の崩壊を防ぐ他，

水の流路を調整する役割もあったと考えられる。 

なお，現地調査において，採石や加工作業の廃材を活用した石

積みが確認され，母岩や石切道付近の露岩も選択的に採取された

ことから，自然資源を無駄なく利用する石工の知恵もみられた。 

一方，「都名所図会」（図－1）に描かれたように，近世には山

中越付近の白川沿いの露岩が採取され，白川村が白川石の集積地

として発展したことにより，「白川石」のブランドが形成してきた

と考えられる。しかし，山中越付近の採石場に関する明治中期以

降の文献情報と地図情報は少なく，現地調査では遺構を確認でき

なかった。これは，資源枯渇により採石場が衰退したこと，そし

て近代以降の山中越の道路整備による遺構の消滅が要因であると

推測される。「山中越区域」からの白川石の供給が困難になる中で，

「音羽川左岸」と「四明ヶ岳南部」が新たな採石場として発達し

てきた可能性が考えられる。 
 

５．まとめ 

近代以降，白川石は「瓜生山南部」，「山中越区域」，「音羽川南

岸」と「四明ヶ岳南部」の4区域から産出していた。採石母岩は

白川村より1kmの「瓜生山南部」の標高200～270mの位置，修

学院集落より 1km の「音羽川左岸」の標高 350m の位置，およ

び一乗寺集落より4kmの「四明ヶ岳南部」の標高640～710mの

位置で確認された。白川石採石場は明治中期～大正前期の発達期

を経て，大正後期から急速に衰退し，昭和41年（1966年）まで

に全て廃止となったと推定された。 
白川石産出場の主要な構成は，谷付近の地表から露出する採石

母岩，採石や加工のための作業場，斜面と谷筋が多く利用される

石切道であった。そして，作業場と石切道周辺の石積み，及び採

石母岩と石切道周辺の露岩などの重要な要素も確認された。 
集落と白川石産出場の距離，地形や山道の有効利用を考慮した

採石母岩と石切道の選択，廃材活用による地形改造などの視点か

ら，自然資源の利用に関する「白川石工」の知恵がみられた。 
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